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１．日時：平成２９年６月１４日(水) １７：１５～１７：４５ 

 

２．場所：株式会社アトス・インターナショナル本社 会議室 

 

３．出席者： 

 ○番組審議委員(敬称略) 

  番組審議委員長 齊藤 純一(株式会社インプレスホールディングス 社長室 室長) 

    番組審議委員  谷口 元(株式会社東京谷口総研 代表取締役社長) 

    番組審議委員  駒形 四郎(音楽評論家) 

 

 ○番組供給者 

  株式会社アトス・インターナショナル 

堀口 昭典(代表執行役員社長) 

城水 千明(代表取締役)※株式会社アトス・ブロードキャスティング代表取締役兼任 

   井上  靖(取締役兼執行役員)※株式会社アトス・ブロードキャスティング取締役兼任 

      原田 真紀子(メディア企画部 運行管理グループ) 

      木村 俊央(メディア企画部 メディア・グループ ミュージック・エア担当プロデューサー) 

    株式会社アトス・ブロードキャスティング 

二階堂 敬(取締役) 

 

４．審議事項 

 ①ミュージック・グラフィティ TV 

  [概況] 

     ・視聴者層は 40 代、50 代男性が 60%、他は 60 代男性(「スカパー視聴動向調査」より) 

    (※調査対象が契約者なので、男性が多くなっているとも考えられる。) 

    [編成内容] 

     ・特集としては「紙ジャケ天国」の他、紅白歌合戦、バレンタインデー等のイベント、またア

アーティストの命日にちなんだ番組を編成。 

  

②地方競馬ナイン 

  [概況] 

   ・2017 年 4 月より笠松競馬、金沢競馬、兵庫競馬、佐賀競馬の放送日が増加。 

  ・地方競馬全体の売上は電話(インターネット)投票の増加により、前年度比約 10%の伸びを示 

している。映像に対する需要増に伴い、地方競馬ナインの放送がその一翼を担っている。 



③ライブ 530 の紹介 

 [概況] 

   ・本年 4 月よりスカパープレミアムサービス、プレミアムサービス光 530ch で放送を開始。 

視聴料：324 円/月(※実況中継は無料放送) 

    [編成内容] 

     ・ボートレース大村の実況中継を中心にレースダイジェスト、一部地方競馬ナインの補完とし 

    て地方競馬を放送する公営競技総合チャンネル。 

    (委員からの質問) 

   ・他にも競艇を放送しているチャンネルがあるのでは？ 

    (回答) 

    ・競艇はレジャーチャンネルで放送しており、大村競艇も一部放送されている。但し、同チャ 

ンネルの視聴料金が高く、主催者としては、スカパーの視聴者拡大のため、全レースの中継 

と無料放送を希望しているのでライブ 530 で放送を行っている。 

 

④ミュージック・ジャパン TV 

  [概況] 

   ・K-POP、アニソンに強いチャンネルとして、J-POP 全般を広く薄く扱う他の音楽チャンネル 

との差別化を図っている、 

     ・ケーブルテレビへの導入を促進するため、各地のケーブル局と共同でイベントを実施、加入 

者拡大策としてもケーブル局から評価されている。 

 

⑤WAKUWAKU JAPAN への番組供給の現状について 

  ・ミュージック・ジャパン TV の J-POP カウントダウン番組をアジア(インドネシア、ミャンマ 

ー、タイ、ベトナム、モンゴル、台湾)地域で 24 時間放送している WAKUWAKU JAPAN に、

当社が英語、北京語、インドネシア語にローカライズ(字幕付与)してライセンス供与している。 

    (委員からの質問) 

   ・(ミュージック・ジャパン TV は)K-POP、アニソンに強いチャンネルということだが、カウン 

トダウン番組にもそれが反映されるのか。 

    (回答) 

     ・ミュージック・ジャパン TV にはアニソン等ジャンルごとのカウントダウン番組があり、

WAKUWAKU JAPAN にライセンスしているカウントダウンは総合チャート。 

 

⑥寄席チャンネル 

  [概況] 

   ・桂歌丸師匠をはじめ大御所の高座を収録できるようになり、落語界の中でも存在感が高まっ 

てきた。 

     ・ケーブルテレビのコミュニティチャンネルで、寄席チャンネルが視聴ターゲットとマッチす 

るということで、部分導入の要望を複数のケーブル局からいただいている。 

     ・自社制作の番組を増やしており、ネット配信、OTT サービスへのコンテンツ供給にも対応可



能となっている。 

 

５．その他報告事項 

 ①楽器 cafe 事業の現状について 

  ・今夏から「ミュージック・エア シネマ at 楽器 cafe」と銘打って、ミュージック・エアをご覧 

になれない方のために、権利処理を行った番組を大画面でご覧いただこうという企画を試行。 

  

 ②新規事業について 

    ・寄席チャンネルの番組をソフトバンクのアプリサービスで提供中。また、今秋からアマゾンチ 

ャンネルで展開予定。 

    ・楽器教則コンテンツを昨年 12 月からアマゾンで配信中。 

 

以上 


